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●箕面滝道を訪ねて 

▼お問い合わせ先▼ 
箕面市教育委員会生涯学習部生涯学習課 

郷土資料館 

ＴＥＬ　０７２－７２３－２２３５ 

● お問い合わせ先 ● 
堺市建設局土木部河川水路課 

ＴＥＬ：０７２－２２８－７４１８ 
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　内川・土居川は、堺市中心部に位置し、中世自由
都市「堺」の環濠の面影を残す川です。かつては、
ヘドロと悪臭を放つ川となっていましたが、現在で
は、河川や下水道の整備にともなって水質が改善さ
れ、今では、河川敷に植えられた桜並木、つつじや
四季折々の草花が、内川・土居川に花を添え、沢山
の魚が川を登ってくるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　「内川・土居川まつり」は、様々な団体や有志を
中心に堺市が支援する形で、「内川・土居川まつり
実行委員会」が組織され運営されています。平成１２
年に第１回が開催され、「水澄む川をみんなでつく
ろう。」を合い言葉に、水辺の環境改善への関心の
高まりのなか、多くの方々にご支援をいただき、今
年で９回目を迎えます。 
　今回は、「もっと知りたい環濠都市『堺』」をテ
ーマに、平成１９年９月３０日（日）午前９時３０分か
ら午後４時、ザビエル公園とその西側の内川河川敷
で開催されます。まつり会場では、交流を目的とし
たイベントや展示、手作りボート競走、環濠クルー
ズ、カヌーや葦船体験コーナーが催され、会場外で
も環濠ウォークやサイクリングが行われます。今年
は、イルカセラピーとも日程が重なり、盛りだくさ
んの内容となっています。 

　「内川・土居川まつり」は、市民の交流と地域コ
ミュニティの輪を広げ、内川・土居川と共生する魅
力ある堺のまちづくりを目的として開催されています。
「内川・土居川まつり実行委員会」では月例会を開
き、堺の歴史や観光などの知識を認定するＳａｋａｉ検
定の開催、環濠都市「堺」の紹介マップの作成、清
掃活動などを行うとともに、内川・土居川で実施さ
れるイベントに積極的に参加しています。 
　また、まつりの期間中に運行していた船上ウオッ
チングは、期間外での運行要望もあり、平成１８年
度にＮＰＯ法人観濠クルーズＳａｋａｉが設立され、３
月末から１１月までの土・日曜日（梅雨の時期は運休）、
１１時から１５時３０分まで運行しています。（９０分毎
に出航、所用時間は５０分程度） 
　詳しくは、 ＮＰＯ法人観濠クルーズＳａｋａｉ 
　電話　０７２－２２９－８８５１まで。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「内川・土居川まつり」は、内川・土居川を軸に
郷土を愛する心を喚起し、美しい「堺」を歴史や文
化とともに子どもたちやその子どもたちに引き継い
でいけるよう、市民と各種団体や堺市が共に汗を流
しながら、進めています。 

　　箕面山には、大阪梅田から電車でわずか30分とい

う便利さもあり、年間１００万人を越える人々が訪れて

います。多くの観光客を魅了する箕面山の魅力は、落

差33ｍの大滝と、春の桜、夏の清流とカジカガエルの

美声、秋の紅葉等、豊かな自然であることは言うまで

もありませんが、今回は文化・歴史の視点から箕面山

を紹介します。 

　阪急箕面駅から『滝道』を進んで行くとまず左手山

の中腹に「箕面観光ホテル・スパーガーデン」が見え

ます。ここには明治43年から大正６年までの短い期間

でしたが、我が国最大の規模を誇った「箕面動物園」

がありました。明治45年、当時豊川小学校の６年生で

あったノーベル賞作家川端康成は宿題の綴方で「箕面

山」と題してここを訪れた事を書き記しています。 

　滝道を進んで行くと「府営箕面公園昆虫館」があり

ます。日本の昆虫の三大宝庫（他は東京の高尾・京都

の貴船）と呼ばれる箕面にふさわしい施設で、大人も

子どもも一緒に学習できる施設ですので、是非ご見学

下さい。 

　昆虫館から、役行者ゆかりの古刹として、また富く

じ発祥の寺としても有名な瀧安寺（箕面寺）を過ぎる

と左手の斜面の上に、試験管を右手に持った、野口英

世像があります。大正４年、像のすぐ下にあった旅館

『琴の家』に博士が老いた母を連れて立ち寄りました。

その時の親孝行ぶりに感動した女将が、私財を投じる

とともに、地域の人々の浄財を集めて建てられたもの

です。 

　野口英世像を過ぎ、ますます自然が深まる道を進ん

で行くと大滝にたどり着きます。滝の右には頼山陽の

詩碑、左には後藤夜半の句碑があります。また、織田

信長『信長公記』・松尾芭蕉『笈の小文』・赤穂義士

の大高源五『二つの竹』・夏目漱石『彼岸過迄』等の

文学作品から、彼らが訪れたことを知ることができます。 

　『笈の小文』の旅を終えた芭蕉は、次の連歌を残し

ています。 

箕面の滝や 玉を簸らん　芭蕉 

　紅葉の季節には多くの観光客で賑わう箕面滝道です

が、紅葉の他にも多くの見所がありますので、是非お

いで下さい。 
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